
岐阜県政策研究会シンポジウム

若年女性の流出の観点から

人口減少を考える

１３：３０～１５：４０（予定） 13:00開場

会場│岐阜県庁１Ｆミナモホール
岐阜市薮田南2-1-1

※会場収容人数の都合上、参加をお断りさせていただく場合がございますのでご了承ください。

主催 岐阜県

基調講演 13:30-～14:30

岐阜県人口問題研究会座長

岐阜協立大学 教授

たけうち はるひこ

竹内 治彦 氏

テーマ 「若者・女性に選ばれる地域とは」

岐阜県人口問題研究会の中間報告について

パネルディスカッション 14:40～15:40

ファシリテーター

パ ネ リ ス ト 平松 亜希子 氏 （フリーアナウンサー）

川口 聡 氏 （株式会社リーピー代表取締役）

大野 見伊子 氏 （鍋屋バイテック会社 統括部部長代理）

麻生 茉乃加 氏 （岐阜大学 学生）

県では、政策立案に活かすため、若手職員を中心に政策研究会を立ち上げ、

人口減少や社会保障などといった直面する課題について研究を行ってきました。

今年度は、岐阜県人口問題研究会が若年女性の流出の観点から取りまとめた

中間報告の内容から人口減少について学ぶ政策研究会を開催します。

研究会は、県民の皆さまも参加可能です。ぜひご参加ください。

入場無料
【要事前申込】

※先着順
定員になり次第

締め切らせて

いただきます。

プ

ロ

グ
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２０２5１/２７ 月

竹内 治彦 氏 （岐阜県人口問題研究会座長・岐阜協立大学教授）

岐阜県人口問題研究会とは…

有識者等と県・市職員からなる

岐阜県における人口減少問題の現状分析や

今後の方向性を議論するための研究会です。

プロフィールは

裏面をご参照ください

【プロフィール】
１９９２年：岐阜経済大学着任
２０１４年：岐阜県人口問題研究会座長
２０１５年～大垣市、関ヶ原町、山県市、白川町の

地方創生戦略会議座長
２０１９年～２０２３年：岐阜協立大学学長
２０２２年：岐阜県経済・雇用再生会議座長等
             県内自治体の計画策定等に多数従事



ＪＲ西岐阜駅から

バス利用の場合

市橋地区「西ぎふ・くるくるバス」

で約10分「県庁」で下車

岐阜バス「笠松県庁線」

で約10分「県庁」で下車

ＪＲ岐阜駅、名鉄岐阜駅

からバス利用の場合

岐阜バス「加納島線」

で約20分「県庁」で下車

お車でお越しの場合

庁舎周辺の来庁者駐車場をご利用く

ださい。なお、駐車台数には限りが

ありますので、ご注意ください。

参加人数 人

参加者氏名
※複数の場合は
代表者のみ

（ふりがな） 電話番号

（ ） －

E-mail

@
車椅子席や手話通訳など参加にあたって
配慮事項がある場合はご記入ください。

岐阜県庁 清流の国づくり政策課 地方創生係
①参加人数 ②参加者氏名、③電話番号（②③は、参加者が複数の場合は代表者のみ）、

④参加にあたっての配慮事項 を明記の上、申込みフォームで必要事項を入力し、

送信していただくか、FAXでお申し込みください。

お問い合わせ先

お申し込み方法

 058-272-1840（受付時間：月～金／９時～17時）

FAX 058-278-2562 ※24時間受付

c11122@pref.gifu.lg.jp

申込みフォーム https://logoform.jp/f/LQJat

※申し込みにあたっていただいた個人情報は、今回の申し込みに関する問い合わせに使用し、その目的以外に無断で使用しません。

お越しの際は、できるだけ公共交通機関をご利用ください

FAX申込書（岐阜県政策研究会）

パネリスト プロフィール

会 場 案 内

申込み
フォームは

こちら

申込締切

1/23（木）

平松 亜希子 氏

高校生、中学生の親。アナウンサー業の傍ら、県の事業で

ある「ぎふマリッジサポートセンタープロモーター」や「ライ

フデザインセミナー講師」を務め岐阜県の女性のキャリア

支援を行っている。

フリーアナウンサー
ひらまつ あきこ

川口 聡 氏

株式会社リーピー 代表取締役

男女関係なく子育てと仕事の両立がしやすい会社の社長。

自身も毎日家事・育児に４～５時間使うなど３人の親とし

て子育て中。

かわぐち さとし

鍋屋バイテック会社 統括部 部長代理

岐阜県内出身。県外の大学院を卒業後、新卒で鍋屋バイ

テック会社に入社。２児の産休・育休を経て、現在は統括

部の人事部門の部門長を担う。子育ても、仕事も、楽しみ

ながら奔走中。

大野 見伊子 氏
おおの みいこ

岐阜大学 学生

麻生 茉乃加 氏

岐阜県人口問題研究会の委員。県内出身の大学生であり、

若年女性の当事者として研究会に参加。

あそう まのか
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